
私達はこのように
関わってきた

大條家ゆかりの茶室

山元町文化財

■仙台藩の茶の湯の歴史・文化を伝える唯一残る茶室

■伊達政宗が豊臣秀吉から拝領したとの伝承がある茶室

おおえだ け

２０２０年１０月３１日
作成：山元いいっ茶組
印刷協力：坂元神社社務所

～令和４年度の利活用開始に向けて～

１．坂元神社 ｐ３－４

２．徳本寺 ｐ５ー８

３．山元町指定文化財茶室等整備・活用検討委員会 ｐ９

４．山元町ふるさと歴史学習会の活動のご紹介 山元いいっ茶組から ｐ10

５．ゆかりの茶室にひかりをあてるっちゃGO 山元いいっ茶組 ｐ11-12

あいうえお順

茶
室
な
の
？

ど
ん
な

－１－

令和4年度には茶室の復元・活用開始という、役場からの具体的日程発表が出されている現在、
まさに町内全体が茶室への関心をいっそう高め、具体的活用について考える段階です。
これまでの茶室復元・活用に向けての活動が、町民一人一人に見えるように、
町内で「茶室」と関わってきた複数の団体の方々に、今までの茶室との関わりの歴史や、これからの希望・期待
などを書いていただいてまとめました。



天保3年 蓑首城主・大條家（15代道直）が伊達家から拝領

（伊達家跡継ぎ問題解決の褒賞）

仙台城下の大條家屋敷（川内）に移築

→明治21年 仙台市支倉町に移築

→昭和 7年 山元町坂元の蓑首城三の丸に移築

・仙台藩伊達家の御一家（藩政の要職につく一族）

・初代は伊達宗行。伊達本家第9代政宗の弟 (室町時代初中期）

＊独眼竜・貞山公政宗は第17代

・1415年福島県梁川町大枝邑に所領。大枝姓を名乗る

その後、大条、大條と変遷。明治初に「伊達」姓に復帰

・1616年第8代大条宗綱、第17代貞山政宗から坂元に知行替を

命ぜられる。以降、要害（蓑首城）城主、奉行職を歴代継承

・2000石から4000石と禄高増。仙台城下に屋敷

・仙台藩の諸々の主要問題解決に活躍

・第17代大條孫三郎道徳（最後の蓑首城主）は、仙台藩主

伊達慶邦を助けた戊辰・幕末処理の功績により、

明治３年「伊達」(伊達宗亮）姓に復する

・現在、大條家20世は伊達宗行氏。物理学者、仙台藩志会会長。在仙台
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町の誇り、自慢の茶室

皆が楽しくつどう文化スポットにするために

茶室のことを知り、関心を持とう
知恵をしぼって、自分が出来るアクションをしよう

お
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★平成14年（2002年）山元町の文化財に指定
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（１）昭和４１年（１９６６年）５月３日、「大條家開邑３５０年祭」が、
坂元地区あげて盛大に開催され、
伊達宗雄氏（大條１９代）揮毫の記念碑が、坂元神社の境内
に建立された。

大條家、城下、坂元神社

坂元神社の歴史と大條家

坂元神社社務所

ー坂元神社とお茶室ー
坂元神社は蓑首城の本丸に、お茶室は三の丸にあります。

本社は、天正２年（１５７４年）３月２２日、相馬盛胤の一族、坂元参河が蓑首城本丸に観請したといわれ、
元、妙見宮と称した。真言宗金蔵寺が別当をつとめ、３月２２日の祭礼には、本丸下に的山を築き、弓鉄
砲、或は撃剣などの奉納試合があったと記されている。
坂元参河が遠田郡涌谷に移封された後も、城主となった後藤、黒木、津田、大條氏が皆、鎮守の神と
して厚く崇め祀った。
明治２年（１８６９年）、北辰神社と改称。明治４２年（１９０９年）には村社神明社、愛宕神社をはじめ八社
を合祀し、坂元神社と改めた。
明治４４年（１９１１年）、旧城主伊達宗亮（大條孫三郎道徳）氏より旧城域７５５坪を寄進された。

蓑首城主・大條家城下の皆様とは、氏子の方々ともども、長いお付合いの歴史があります。
なにより感じるのが、皆様の城主大條家への深い愛情と敬意、
そして、城下の歴史・文化への誇りです。
城主大條家が残した貴重な文化財（殿様のお宝）への思いも、
ひとしお強いものがあると感じます。
「お茶室」はその象徴的な存在です。
氏子の方々、城下の皆様が大切にしてきたお茶室です。

・河北新報は、前夜祭の花火大会、記念碑除幕式や仮装行列の開催を報じている。
・先代宮司による３５０年祭の記録は詳細で、城下の喜びと盛り上がりが伝わる。
・「大條家坂元開邑三百五十年祭小志」が刊行され、城下の心意気が随所に満ちている。
曰く、『元和二年大條宗綱公坂元本郷に知行替仰せ付けられ、蓑首城に構居爾来治にあること
茲に三百五十年、封建時代、民主時代と多くの歳月を経て今日に至った。（中略）その偉業を
回顧追懐し現代的理解発展せしめ愛郷青年諸氏の意気発揚に資せんとす。・・』

河北新報

2020年10月
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河北新報

（２）（遡って）昭和１６年（１９４１年）４月２６日、大條家五百年祭(開祖の大條孫三郎宗行命五百年）を開催。

・坂元國民学校講堂に、村民八百余名が参列。
大條家に５００有余年伝わる門外不出の珍品百七点が、
校内に展示された。（河北新報）
・先々代宮司の記録には、任務分担や神饌品などの興味深い
記述が残る。
・「大條家五百年祭小志」が刊行され、500年の

歴史詳細を記している。
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昭和４０年代、郷土の文化に関する勉強会を作り、「郷土の文化を拓く会」が発足した。同人雑誌「拓郷」は、
町の歴史・文化を後世に受け継ぐ大切さを説いている。今「茶室」を考える時、改めて耳を傾けるべきであろう。
創刊号（昭和47年4月25日発行）から紹介したい。

山元町文化財の多くを大條家由来のものが占めている。史跡・建物の町指定文化財10件の内、５件が
ゆかりのものであり、坂元地区に集中して在る。磯浜にある「唐船番所跡」も、大條家史跡ではないが、ここで
の記録（「唐船番所日記」）は大條家が作成して仙台藩に提出されたものであり、関係深い文化財である。
①蓑首城跡 ②茶室 ③蓑首城大手門 ④板倉 ⑤大條氏御廟 （⑥唐船番所跡）

これらの中で、茶室は象徴的存在である。なぜか。理由は２つあると思う。
一つ目は、建築史的な価値。
仙台藩の茶の湯の歴史・文化を伝える唯一残る遺構／伊達政宗が太閤秀吉から拝領したとの伝承

二つ目は、城下の人達の誇りと敬意の気持ち、歴史・文化を受け継ぎ、伝えようとの気概が詰まっているから。
茶室はもともと城内に建っていたわけではない。あくまで城下の人達が、歴代君主が慈しんだ茶室を、わざわざ
仙台支倉町の屋敷から運んで、三の丸に移築した建物。

大條家が残した多くの文化財。そしてお茶室

幼い頃、古老たちが殿様のエピソードを楽しげに話しているのをよく耳にした。
祖母は、お三の丸へのご機嫌伺いが日課だった。
30年程前お茶室へお稽古に伺っていた頃、私一人残った時、先生が仰った。
「あなたはいづれ神社を守る人なのだから、この茶室も守らなくてはならないのよ。」
代々宮司の蓑首城址の祝詞の枕詞を記し、当代宮司の思いとする。

朝日直射処 夕陽伊輝耀布 （朝日ただちにさすところ 夕陽いてりかがよう）

郷土の文化を拓く人々／同人雑誌「拓郷」

当時の仙台市博物館長として伊達篤郎氏の寄稿（抜粋）

『このたび山元町の坂元の方々が中心となられ「郷土の文化を拓く
会」 を発足された由、誠におめでたい限りであります。会の名称を決
めるにあたっても文化を守る・創る・育てるなどいろいろ議論の末に「拓
く会」に決定されるなど（中略）もともと、地方の文化活動はいうに易く、
行うに難いことは周知の事実でありますが（中略）容易に育てるエンジ
ンが始動しないままに歳月が流れ去ってしまうのが現状で、決して素
材がない、少ないとは言い得ないと思うのです。つまりエンジンは点
火しなければ始動しないのは当然であってその電源の役割を負うのが
「人」であります。（中略）御地は藩政時代から「伊達と相馬の関連で
深い歴史に綴られています。数多い遺跡がそれを物語っているとい
れましょう。（中略)私達はその品々に歴史の重みを感じ、今日まで無
事に伝え、引き継いできた幾代もの過去の人々の面影がしのばれる
のであります。歴史は人によって綴られますが、人はやがて消え去って
歴史を残します。資料は人が消え去っても次の世代に引き継がれて
ゆきます。それが繰り返されて次第に重さが加えられていきます。私達
は歴史を大事にしながら後世のために受け継いでゆく責務をしみじみ
感じます。（後略）』

代表の志賀亮氏（志賀潔博士ご次男）による
会の課題として（抜粋）

『（前略）文化は本来与えられるものではなく、自ら創り出し、築き上げ
てゆきべきものである。即ち郷土に在るあらゆる文化的遺産から養分
を吸収し、現実の生活基盤として時代が求める新しい文化財を作り
出して行くことこそ、郷土の文化を拓くための創造的な活動であると思
う。（後略）』
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ー徳本寺と「大條家」の歴史、そして「ゆかりの茶室」ー
徳本寺は蓑首城主・大條家の菩提寺です。

大條家との関係の歴史や茶室保存への思いを、寺の機関紙「見星」にシリーズ化して
書いておりますので、ご紹介させていただきます。また、テレホン法話でも折に触れて
茶室にふれております。ご一読いただければ幸いです。

No.1 ２０１６年３月１日

徳本寺 住職 早坂文明

2020年10月
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No.２ ２０１７年３月１日
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No.３ ２０１８年３月１日
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2017年7月21日 第1065話法話 「茶室のごちそう」

「茶席のごちそうは掛け軸です」と、石州清水流の茶席
の時に教えていただきました。石州清水流は仙台の伊
達藩の茶道を司った流派です。床の間に掲げられた掛
け軸は、家元に伝わる伊達藩最後の殿様である伊達慶
邦（よしくに）の書です。「萬寿無疆（ばんじゅむきょう）」
即ち「限りなく長命で平和でありますように」という言葉
でした。14代家元清水道玄様が、直々にお持ちになら
れたのです。7月16日に徳本寺で行われた「大條家ゆか
りの茶室の勉強会」の時のことです。

大條家は伊達家と縁戚にあり、伊達藩の要職を担い
つつ、ここ坂元を治めていました。徳本寺の開基家でも
あります。天保3年（1832）大條道直は、伊達藩の後継
者問題で功績を挙げたため、伊達斉邦（なりくに）から、
茶室を下賜されました。この茶室は伊達政宗が豊臣秀
吉からいただいたという言い伝えがあるほどのものです。
ただ専門家の建築としての見立てでは、そこまで古くは
ないようですが、伊達藩の茶の湯文化を伝える茶室とし
ては、現存する唯一のものということです。

当初は仙台城から、大條家の仙台の屋敷に移築され
ました。その後、昭和7年に坂元の地に移されました。現
在は町指定文化財となっていますが、管理が万全でな
かった上、東日本大震災の揺れで、大きな被害を受け
ました。しかし、町全体が甚大な被害があったため、こ
れまで文化財の修復にまでは至りませんでした。そのよ
うな中で、茶室の文化財的価値を知る専門家や有識者
の間からは、早急な修復の必要性が訴えられていまし
た。

そこで、茶室の保存と活用を願って「ゆかりの茶室に
ひかりを当てるっちゃＧＯ 山元『いいっ茶』組」が組織さ
れました。その企画を受けてＮＰＯ法人ポラリスの主催
で、茶室の価値を再認識して、伊達藩の茶の湯の文化
にも直接触れる機会を持ったわけです。専門家の報告
によれば、茶室は様々な増改築の経緯があり、正確な
築年代の特定にはさらなる検証が必要とのこと。ただ、
桃山時代の部材の存在の可能性も秘めており、随所に
意匠を凝らした書院風茶室として数少ないすぐれた遺
構であるとのお墨付きもいただきました。

茶席では武士の茶道と言われる石州清水流の、一挙手
一投足流れるようなお点前のお茶をいただき、伊達家
そして大條家の歴代の殿様に思いを馳せました。幕府
崩壊の動乱の中、伊達家最後の殿様として、「萬寿無
疆」と揮毫して、石州清水流に伝えた思いはどこにあっ
たのでしょうか。現代で刀を持つ武士はいませんが、茶
の湯の文化は、綿々と受け継がれてきています。作法
はその通りですが、茶の湯の文化の象徴として、大條
家ゆかりの茶室を残していかなければならないと強く感
じました。戦乱も大震災も見つめて、その生き証人のよ
うにして辛うじて存在している茶室です。「萬寿」の思い
を込めて、百年先二百年先に伝えるために、保存に力
を尽くせるのは、今の私たちをおいて誰もいないっ茶、
ということではないでしょうか。

法話 「秀吉からの移築」

琵琶湖は日本一大きな湖とはいえ、東京23区がすっ
ぽり入る広さとは知りませんでした。また島が4島も浮
かんでいます。そのうちの竹生島（ちくぶしま）には、国
宝も存在するというから驚きです。それは西国三十三
観音霊場第三十番札所の宝厳寺（ほうごんじ）にある
唐門です。
豊臣秀吉が建てた大阪城極楽橋の一部で、大阪城
の遺構としては唯一現存するものです。極楽橋は秀吉
をまつる京都の豊国廟に移築され、その後秀吉の子
の秀頼の命により、竹生島に移されました。今から400
年以上前の1603年のことです。

滋賀県では7年をかけて、唐門を含めた寺の4棟の
修理をしました。その結果屋根の軒を支える組物の部
材や曲面の仕上げ具合などから、桃山時代の建築
で、秀吉が関わっていたという言い伝えが裏付けられ
ました。移築の際に島の地形に合わせて分割、改変さ
れたようですが、今年移築当時の彩色などが復旧して
絢爛豪華な姿が蘇りました。
先般その札所をお参りする機会がありました。唐門
は見事な檜皮葺（ひわだぶき）で、建物全体が総黒漆
塗りの上に金鍍金（きんときん）の錺金具（かざりかなぐ
）がちりばめられています。門の扉には極彩色の花柄
の彫り物が施してあります。門をくぐった先には千手観
音が鎮座し、目の前は海のように広がる琵琶湖という
景色。観音様の台（うてな）に抱かれるかのような安ら
ぎを覚えました。

それにしても、昔の建物移築の技術には目を見張る
ものがあります。実は我が町にも秀吉ゆかりの建物が
移築されて現存しています。それは徳本寺の開基家で
ある大條家の茶室です。京都伏見城の遺構で、秀吉
より伊達政宗が拝領し仙台二の丸に移築。その後、天
保3年（1832）に伊達家世継ぎ問題における功績をね
ぎらわれて、大條道直が伊達斉邦（なりくに）より拝領
して、仙台川内に移築。更に仙台支倉通りに移築。昭
和7年に山元町坂元の現在地に移築したと伝えられて
います。
建物の一部に桃山文化を偲ばせるものがあります。
絹緞（けんどん）襖の把（にぎ）り手には桃山時代を示
す「天正10年8月」との記載があります。しかし専門家
の正式な鑑定が及んでいないので、「秀吉の茶室」は
言い伝えに留まっています。それでもこの茶室は仙台
城唯一の遺構であり、茶室としては県下最古の貴重な
建物です。現在では町指定文化財になっていますが、
管理不十分の上、東日本大震災の影響もあり、老朽
化が激しいのです。最近やっとその価値が見直され、
修復保存の検討が進められています。一般公開が待
たれるところです。

移築を重ねている建物には、それだけの価値がある
からでしょう。ある人が言いました。「いいものしか古く
なれない」。古いという漢字は、祖先の頭蓋骨を描いた
象形文字とか。そりゃ大切にしなければいけません
ね。

2020年10月21日 第1182話
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検討委員会の設置（河北新報に掲載）

「山元町指定文化財茶室等整備・活用検討委員会」
の活動について

山元町教育委員会は、
“山元町の歴史的建造物の保存と活用を生かしたまちづくり”を目的に、
「山元町指定文化財茶室等整備・活用検討委員会」を平成３０年８月に設置し、
現在まで、計９回の検討委員会を開催した。

委員会の活動についてご報告します。 検討委員会 委員 千石信夫

主旨（要綱）

検討委員会の要綱では、
山元町指定文化財茶室・蓑首城大手門・板倉・蓑首城跡・大條氏御廟の整備活用について、

専門的見識を有するもの及び当該地域住民の意見を十分に反映させ、山元町文化財保護委員会
に提言を行うためと記している。

委員会メンバー

検討委員は、地域住民６名と、専門的見識者２名を含む８名で組織。

委員会の開催

第１回検討委員会が平成３０年８月２２日に開催され、現在まで９回開催されている。

委員会での検討内容

整備する範囲、及び各ゾーン別整備方針、そして新たな調査結果や資料等から茶室の復元方法
などの検討、そしてニーズに合った活用方法などの検討を行い、
令和２年３月時点で、整備基本計画報告書としてまとめられている。
基本的には、平成２３年２月に策定された保存活用計画から、踏襲するべきところは踏襲し、
震災後の新たな整備活用方法や将来像を検討し、提言させていただいた。

委員会の今後の検討事項

今後は、修復する茶室の工法や仕様的なものの考え方などを検討していくことになると思われる。
現在、町では三の丸ゾーンの整備基本設計を進めており、
茶室の修復工事については、令和４年度の利用開始を目標としている。

2020年10月
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保全活動のご紹介

「山元町ふるさと歴史学習会」の活動について（ご紹介）

２
０
２
０
年
７
月
１
日

河
北
新
報

会の重要な基本行事の一つとして、蓑首城址、大條家霊廟、茶室周辺の保全活動を続
けておられるのが「山元町ふるさと歴史学習会」です。

保全活動の歴史は古く、会が発足した昭和６３年からとのこと。
毎年かかさず、清掃、草刈り、点検整備を続けておられます。

山元いいっ茶組とは、2018年6月の「大條家ゆかりの茶室フォーラム」開催にあたり、共催
させていただきました。
その後、「大手門の外に看板を建てて、中にある茶室の存在が外からも分かるようにする
べきだ」と会長が発案され、フォーラムでの余剰金をこれにあてるべく、
寄付金を役場に持参した時も、ご一緒させていただきました。

そもそも、「山元町ふるさと歴史学習会」の本来の名称は「邑史会」。坂元地区が発祥で、
当然大條家との直接のお付合いある会員も多くおられます。
茶室についてはもとより、大條家史跡や文化財への造詣は深く、地域歴史の知識につい
ての研鑽を深く積んでおられます。
現在の会員数は４３名。議員さん３名も会員とのことです。
茶室に最も近い関係にある町民の会と言えると思います。

講師を招へいしての講演会や勉強会、歴史視察旅行なども活発に開催されています。
会報「邑史随筆集」は、公民館などの棚にも配布されていますので、会での勉強内容など
をご一緒に学んでいただけると思います。
恒例の草刈りなどの保全活動には、会員以外の町民も参加・お手伝いに参集出来たら、
これまたステキです。

令和４年度の茶室活用開始に向けて、その中核になる心強い方々がおられる頼もしい
「山元町ふるさと歴史学習会」（邑史会）です。

山元いいっ茶組 清水ますみ（文責）

茶室看板の設置

２
０
２
０
年
５
月
２
３
日

河
北
新
報

邑
史
随
筆
集

（会
報
）
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ゆかりの茶室にひかりをあてるっちゃGO 山元いいっ茶組

発足と役場へのアクション

茶室保存活動

□講演会（勉強会・イベント）。６回
１）2016.11.19 学ぼう。山元町のすごい歴史 ～古代の線刻壁画と江戸の大條家ゆかりの茶室～

（於 合戦原学堂） 約90名 主催：ポラリス 講師：永井康雄教授

２）2017.7.16 学ぼう。山元町のすごい歴史 ～とことん味わう 江戸の大條家ゆかりの茶室～

（於 徳本寺） 約90名 主催：ポラリス 共催：石州清水流 お呈茶付き

３）2018.6.9 大條家ゆかりの茶室 フォーラム

（於 おもだか館） 約170名 共催：山元町ふるさと歴史学習会 講師：伊達宗行氏、佐藤憲一氏他

４）2018.11.29 山元町の「大條家ゆかりの茶室」保存活動と石州清水流の茶会

（於 仙台メディアテーク） 約80名 主催：JIA（アーキテクツウイーク） 講師：伊達宗行氏、清水道玄氏他 石州清水流のお呈茶

５）2019.9.22 千石邸古民家コンサート「民話の音色」鷲峰企画vol.9

（於 千石邸） 約130名 協力：千石家 坂元神社 パネル掲示/資料配布/お呈茶

６）2019.11.4 坂元町区健康増進歩こう会・ふれあい交流会

（於 茶室・霊廟） 約90名 協力：坂元神社 茶室現場での解説/パネル説明/資料配布

□資料の配布活動。４回
１）2018.10.31 政宗公ワールドpj会員ツアーの茶室案内（茶室前） 25名
２）2019.10.27 第13回徳本寺テレホン法話ライブ（徳本寺） 約110名
３）2020.10.11 宮城県美ネット出前講座in亘理（亘理中央公民館）約60名
４）2020.10.31 山下駅側某所 83名

作成資料（講演会等での配布資料／役場提出資料以外）

・冊子 「大條家ゆかりの茶室 思い出アルバム」 2017.8
・パンフ 「お茶室ものがたり」庄司アイ氏の聞き語り 2017.9
・ﾐﾆｶｰﾄﾞ 「茶室の推移歴史/大條家について」 2019.10
・パンフ 「地元にもある！残したい大切な建物」 2020.10
・チラシ 「私達はこのように関わってきた

～令和４年度の利活用開始に向けて～ 」 2020.10.31

寄稿原稿
・「郷土 わたり」121号（亘理郷土史研究会） 2019.4
『山元町の文化財 政宗下賜の茶室を再建へ』 山元いいっ茶組清水ますみ

町の方々に、このすばらしい「茶室」のことを広く知っていただきたい。
文化財に資する茶室の保存を、早急に対処していただきたい。
その思いで、2016～2020年の4年間、「山元いいっ茶組」活動をしてきました。
これまでの活動記録をまとめてみました。
この記録が、これからの茶室活用に向けて、何かの参考になれば幸いです。
また、制作中の紙芝居「大條家ゆかりの御茶室ものがたり」の予告です。お楽しみに！

これまでの「山元いいっ茶組」の茶室保存活動 と 紙芝居の予告

・ 2016 夏 「大條家ゆかりの茶室の保存と活用を願う会」発足
建築等の専門家・有識者の会26名 代表：永井康雄（山形大・文化財ドクター代表）

・ 2016 秋 ゆかりの茶室にひかりをあてるっちゃＧＯ「山元いいっ茶組」発足
山元町地元の会4名 代表：清水ますみ 岩佐大輝/庄司アイ/早坂文明/三浦寛也

・ 2016 冬 署名と寄付集め
・ 2017.1.31 山元町長に面会 修復・保存の要請

署名(378名）、寄付（292,383円）、「茶室活用アンケート」を提出

・ 2017. 6 朝日新聞文化財団の助成金を紹介
・ 2018 .7.30 山元ふるさと歴史学習会と共同で寄付

① 2017.1.31 292,383円
・任意寄付（町外、県外含む）
・養生カバー、それを説明する看板の即設置に

② 2018.7.30 71,683円
・フォーラム開催余剰金
・門外の掲示板に（茶室が中にあることが分か
るもの、養生カバーの説明）

寄
付

２
回

震災後すぐの文化庁による
「文化財ドクター派遣」事業で、
茶室調査を担当した建築家から、
「修復提案を出しているのに
返事がない」と偶然聞いたこと。

事
の
始
ま
り
は
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メディアなどへの露出

子供達にも茶室の歴史が理解できるように
茶室を大切に有益に使う町民に育って欲しい

・2020年内完成を目指して、鋭意制作中。
・データ化して小中学校に配布を考えています。

・製作費用は2018年開催フォーラム余剰金、今までのカンパと、ご寄付で。
・制作作業は、地元町民の皆様の参加ご協力もお願いして。。。

１）2017.2.7 「仙台藩家臣・大條家ゆかりの茶室／大震災で被害修復手付かず」 河北新報
２）2017.6.17 「山元・NPOポラリス勉強会開始 歴史学んで町に誇りを

八重垣神社、大條家ゆかりの茶室 被災の史跡などテーマ」 河北新報
３）2017.8.5 「修復・活用へ 町民ら奮闘 勉強会や署名活動展開」 河北新報

徳本寺での勉強会報告記事

４）2017.12.15 「夕方LIVE！キニナル」～大條家ゆかりの茶室～ KHB東日本放送(5ch）
出演：庄司アイ、早坂文明

５）2018.6.7 「大條家茶室 修復へ議論 9日山元でフォーラム」 河北新報
フォーラムの予告記事

６）2018.6.21 「仙台藩主ゆかり大條家茶室 震災で被害 価値再確認」 河北新報
フォーラム内容の報告記事

７）2018.12.4 「山元・大條家茶室由来探る 仙台で講演会80人参加
石州清水流お点前披露」 河北新報
メディアテークでの講演会・お呈茶の取材記事

８）2020.5.23 「被災茶室 看板でPR 地元2団体寄付で町制作」 河北新報

その他）
2018.3 「Happyやまもと 山元ものがたり 大條家ゆかりの茶室」 NPO法人 ポラリス
2018.5 「～大條家ゆかりの茶室～宮城県山元町徳本寺での茶会」 白木岳斎 石州清水流機関紙『関』
2018.10 「今に生きる大條ー六百年の歴史の中でー 茶室問題」 伊達宗行 『藩報きずな』仙台藩志会

紙芝居「大條家ゆかりの御茶室ものがたり」制作中

絵：ポラリス －１２－


